
●松阪市 基礎情報

（令和７年11月時点）

総人口：約15万人 

18歳未満人口：約２万人

親子関係形成支援事業の事例

三重県 松阪市

児童虐待対応件数が増加傾向にあり、虐待の予防や再発防止が必要

〇１クール５回の研修を3クール実施

→ 延べ30名が受講

●事業背景

児童家庭支援センターで

親子関係形成支援事業を実施

松阪市マスコットキャラクター

「ちゃちゃも」

虐待は親も困っている。親に対するアプローチも必要。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

116件 156件 205件 176件 252件

第１回 保育士も実践☆伝わりやすい指示

第２回 超簡単♪ 子どものほめかた、認め方

第３回 繰り返しが大切♪ 子育てリハーサル法

第４回 ソッカーマン登場☆ソフトイン・ソフトランディング

第５回 イライラする方必見☆子育てアンガーマネジメント

●事業の効果 利用者アンケートより

●自分のイライラをコントロールする方法を身につけたい。

●癇癪を起こす子どもへの対応法や、

自分の感情のコントロールがうまくできるようになりたい。

●家事・育児・夫のサポート全てをやっている中、

気持ちを切り替えるコツがあれば知りたい。

●３歳の子とリハーサルをしてみると、うまくいく場面が増えた。

●少しできたらほめるようにしたところ、機嫌よくしてくれた。

●こどもと離れて自分のことを考える時間が

あまりなかったので新鮮に感じた。



当日質問への回答

Q１. 参加者を募る際に、工夫されたことやうまくいったことがあれば教えてください。

事業を開始してから２年目となり、各関係機関へも認知されるようになってきました。係内のケースワーカーにも事業の趣旨と効果が浸透し、臨機応変に

呼びかけをしています。母子保健係との連携から呼びかけに繋がる事や、児童相談所とのケースの共有から繋がる事もあります。

関係機関との日々の連携を大切にし、呼びかけに努めています。

Q2. 集団での受講が難しい特性がある参加者がいる場合はどのように対応していますか。

講座への参加については、合同ケース会議の中で必要なケースの選定を行い受講者の決定を行います。その中で講座受講が難しいと判断した場合は

個別対応等別の方法を案内するようにしています。
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